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新年おめで

新
年
の
ご
挨
拶

 

柳
津
町
議
会
議
長　
　
　
　

 

田

﨑

為

浩

復
興
基
金
の
有
効
な
る
事
業
化
を

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
で
希
望

に
満
ち
溢
れ
た
初
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

こ
と
を
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
は
、「
復
興
元
年
」
と
も
言
わ

れ
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
と
風
評
被
害
の

払
拭
等
に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組

む
こ
と
が
最
優
先
の
課
題
で
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
国
の
対
応
が
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、

い
ま
だ
に
中
間
貯
蔵
施
設
建
設
の
目
処
は

ま
っ
た
く
立
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

県
内
外
に
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
十
六
万
人
の
方
々
は
、
生
き
る
希
望
さ

え
も
、
失
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
状
態
で
す
。

新
政
権
に
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
頂
く
事
を
切
に
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
我
が
柳
津
町
に
お
い
て
も
、

風
評
被
害
の
影
響
が
色
濃
く
残
っ
て
お
り
ま

す
。
観
光
客
数
は
減
少
し
た
ま
ま
で
あ
り
、

農
産
物
は
買
い
叩
か
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、「
福
島
・
新
潟
豪
雨
災
害
」
に
て
被
災

さ
れ
た
町
民
に
対
す
る
補
償
問
題
も
、
い
ま

だ
解
決
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
議
会
と
致
し
ま

し
て
も
、
町
当
局
や
県
と
連
携
を
密
に
し

て
、
一
日
も
早
く
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
今
年
度
に
お
け
る
、
町
及
び

町
議
会
と
し
て
、
最
優
先
し
て
取
り
組
む
べ

き
課
題
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
ず
は
「
復
興

基
金
の
有
効
な
る
事
業
化
」
で
す
。
昨
年
三

月
制
定
の
、
一
億
五
千
三
百
万
円
の
「
震
災

復
興
基
金
」、
同
じ
く
十
二
月
制
定
さ
れ
た

「
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
回
復
支
援
金
」
四
千

二
百
万
円
、
同
じ
く
東
北
電
力
と
電
源
開
発

か
ら
の
「
豪
雨
災
害
基
金
」
一
億
一
千
万
円
、

合
計
三
億
円
強
の
基
金
を
い
か
に
効
果
的
、

効
率
的
に
事
業
化
で
き
る
か
が
、
町
の
復
興

の
命
運
を
分
け
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

次
に
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り

組
み
」
で
す
。
ご
存
知
の
よ
う
に
わ
が
柳
津

町
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
が
、

大
分
県
九
重
町
に
次
い
で
全
国
第
二
位
と
い

う
位
置
に
つ
け
て
い
ま
す
。
こ
の
優
位
性
を

最
大
限
利
用
し
、
太
陽
光
発
電
、
小
水
力
発

電
、
風
力
発
電
等
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
新
た
な
産
業
と
雇
用
が
創
出
で

き
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、
河
東
工
業
団
地
に

建
設
さ
れ
た
「
グ
リ
ー
ン
発
電
会
津
」
と
の

連
携
も
魅
力
的
で
す
。
こ
の
会
社
は
、
こ
れ

ま
で
山
林
に
残
置
さ
れ
て
き
た
山
林
未
利
用

材
を
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
専
用
燃
料

と
し
て
使
用
し
て
お
り
、
年
間
六
万
ト
ン
を

消
費
し
て
お
り
ま
す
。
す
で
に
南
会
津
町
に

お
い
て
は
、
行
政
が
補
助
金
を
出
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
間
伐
や
伐
採
が
推
進
さ
れ
、
森
林

保
全
と
林
業
経
営
が
両
立
さ
れ
る
見
通
し
が

立
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
同
様
な
環
境
で
あ

る
柳
津
町
に
お
い
て
、
将
来
性
の
高
い
産
業

に
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
確
信
を
し

て
お
り
ま
す
。

　

他
に
も
「
社
会
保
障
」
と
言
わ
れ
る
「
年

金
・
医
療
・
介
護
・
子
育
て
」
に
対
し
て

も
、
早
急
な
対
応
が
必
要
で
す
。「
少
子
高

齢
化
」
と
言
わ
れ
て
幾
年
も
過
ぎ
ま
し
た

が
、
子
ど
も
と
高
齢
者
に
優
し
い
町
づ
く
り

は
、
ど
ん
な
時
代
に
お
い
て
も
後
回
し
に
す

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
他
に
も
ま
だ
ま
だ

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
山
積

し
て
お
り
ま
す
が
、「
協
働
」
の
精
神
の
も

と
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
町
づ
く
り
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
一
年
、
町

民
す
べ
て
の
方
々
に
と
っ
て
、
穏
や
か
で
実

り
多
い
一
年
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
ご
祈

念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

 

柳
津
町
長　
　
　
　
　
　
　

 

井

関

庄

一

町
民
が
楽
し
く

　
　

参
加
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
新
春
を
町
民
の
皆
様
と
お
迎
え

で
き
ま
し
た
こ
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
復
興
元
年
と
し
て
災
害
復

旧
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
大

き
な
災
害
も
な
く
一
年
を
過
ご
せ
ま
し
た
こ

と
は
幸
い
で
あ
り
ま
し
た
が
、
風
評
被
害
や

原
発
関
連
、
豪
雨
関
連
災
害
で
町
民
の
皆
様

は
じ
め
ご
苦
労
の
多
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

町
と
し
ま
し
て
も
地
場
産
業
や
交
流
人
口

拡
大
の
た
め
努
力
を
し
、
対
外
的
な
イ
ベ
ン

ト
や
町
内
開
催
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
10
月

26
・
27
日
開
催
の
全
国
門
前
町
サ
ミ
ッ
ト
ま

で
多
く
の
取
組
み
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
方
の
絶
大
な
る
協
力
の
下
に
一

定
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

も
、
お
一
人
お
一
人
の
知
恵
と
深
い
郷
土
愛

の
精
神
で
あ
り
、
改
め
て
深
く
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
ま
や
少
子
高
齢
化
が
加
速
し
、
地
域
に

お
け
る
古
き
よ
き
文
化
も
継
承
し
て
い
く
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
昨
今
で
あ
り
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
気
概
を
持
っ
て
、
共
同
・
共

助
・
共
生
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
光
を

与
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
姿
に
は
感
慨
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
は
今
が
旬
。
何
事
に
も
楽
し
さ

を
求
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
農

林
業
、
商
工
業
、
観
光
業
な
ど
町
の
特
色
を

生
か
し
つ
つ
、
経
験
豊
か
な
皆
さ
ん
の
知
恵

を
お
借
り
し
な
が
ら
振
興
に
力
を
入
れ
て
ま

い
り
ま
す
。
又
新
た
な
雇
用
の
創
出
に
も
努

力
し
、
防
災
減
災
へ
の
対
応
方
法
も
、
こ
の

大
き
な
災
害
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
教
訓

と
し
て
、
47
行
政
区
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
べ
き

形
は
異
な
っ
て
も
ど
う
対
処
し
て
い
く
か
、

皆
さ
ん
が
安
全
安
心
で
あ
る
か
し
っ
か
り
と

対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
は
若
い
力
が
多
方
面
で
頑
張
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
や
福

島
駅
伝
の
好
成
績
も
あ
り
ま
し
た
。
町
と
し

て
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
は
地
域
力
と
人

の
協
力
で
あ
る
と
自
信
と
誇
り
に
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
持
続
し
て
誇
れ
る
地
域
づ
く

り
に
一
所
懸
命
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

次
世
代
が
洋
々
と
活
躍
し
、
町
民
が
楽
し
く

参
加
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
と
、
お
互
い
が

良
か
っ
た
よ
と
拍
手
で
讃
え
あ
う
社
会
づ
く

り
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
は
我
慢
も
し
、時
に
は
積
極
果
敢
に
ス
ピ
ー

ド
感
と
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
行
政
運
営
を
行
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

自
然
豊
か
な
柳
津
町
の
地
域
資
源
を
最
大

限
活
用
し
、
地
域
力
を
高
め
る
取
組
み
を
展

開
し
、人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
な

が
ら
交
流
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
特

に
大
河
ド
ラ
マ
八
重
の
桜
が
会
津
若
松
市
を

舞
台
に
放
映
さ
れ
ま
す
の
で
、
町
と
し
て
も

機
会
を
逸
す
る
こ
と
な
く
、
お
も
て
な
し
を

最
重
点
に
掲
げ
誘
客
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
た
な
政
権
に
な
り
国
民
の
期
待
も
大
き

い
と
思
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
地
方
を
取

巻
く
経
済
雇
用
情
勢
は
厳
し
い
情
況
に
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
解
決
の
た
め
に
、

町
民
の
皆
様
と
手
を
携
え
な
が
ら
、
町
議
会
、

町
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
展
望
を
開
き
、「
み

ん
な
が
主
役
！
笑
顔
広
が
る
絆
の
ま
ち
」
づ

く
り
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
健
康

で
幸
多
き
年
で
あ
り
、
柳
津
町
が
最
良
の
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

とうございます
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11
月
23
日
（
金
）
や
な
い
づ
ふ
れ
あ

い
館
に
お
い
て
第
26
回
柳
津
町
青
少
年

の
主
張
発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
、
小
・

中
・
高
校
生
が
日
ご
ろ
考
え
感
じ
て
い

る
事
を
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
会
長
の
井

関
町
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
小
林
銀
一
教

育
委
員
長
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
後
、

小
学
5
年
生
か
ら
高
校
1
年
生
ま
で
の

11
人
が
体
験
を
通
し
て
感
じ
た
事
、
家

族
の
大
切
さ
な
ど
を
青
少
年
の
立
場
で

力
強
く
主
張
し
ま
し
た
。
発
表
が
終
わ

る
と
、
会
場
に
詰
め
掛
け
た
多
く
の
方

か
ら
、大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

発
表
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

柳
津
小
学
校
の
児
童
と
柳
津
中
学
校
の

生
徒
が
合
唱
を
披
露
し
、
そ
の
明
る
い

歌
声
が
大
会
に
華
を
添
え
ま
し
た
。
発

表
者
に
は
星
秀
司
柳
津
中
学
校
長
が
講

評
を
述
べ
ら
れ
た
後
、
井
関
町
長
よ
り

全
員
に
賞
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

発
表
大
会
の
文
集
「
わ
た
し
の
主

張
」
は
、
1
月
に
全
戸
配
布
さ
れ
る
予

定
で
す
。

力
強
く
想
い
を
主
張

　　

柳
津
町
青
少
年
の
主
張
発
表
大
会

「私が陸上で学んだこと」と題し、
堂々と発表する赤城大地さん
 （会津農林高校 3年)

〇小学生の部
「私の家族」 芳賀　美月（柳津小５年）
「クロールができた」 井関　千聡（西山小５年）
「本当の優しさ」 鈴木　陽斗（柳津小６年）
「ぼくのじいちゃん」 渡部　悠希（西山小６年）

〇高校生以上の部
「私が陸上で学んだこと」
 赤城　大地（会津農林高３年）

〇アトラクション（合唱）
柳津小学校児童　「もみじ」「スマイル・アゲイン」
柳津中学校生徒　「ｆｉｇｈｔ」

〇中学生の部
「努力の大切さ」 齋藤　那菜（柳津中１年）

「私と駅伝」 鈴木　優杏（西山中１年）

「環境問題」 白井　悠未（柳津中２年）

「私の職場体験」 飯塚　七海（西山中２年）

「感　謝」 長谷川美咲（柳津中３年）

「海外派遣を通して感じたこと」
 土橋　若奈（西山中３年）

第26回柳津町青少年の主張発表大会
　発表内容

井関町長、小林教育委員長と発表者のみなさん

アトラクションとして合唱を披露する、柳津小学校、柳津中学校の児童・生徒

問　教育課生涯学習班　℡ 42－３５１１
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歴史文化財を守ろう！
１月２６日(土)は文化財防火デー

～こころの健康相談会のお知らせ～
　現代は、ストレス社会と言われています。人によってストレスの感じ方・対処の仕方が違います。
また、年齢・性別に関係なく「うつ」は誰にでもおこります。
　うつの症状である「なんとなく、元気が出ない」・「眠れない」・「食欲がない」・「何かやろうという
気力がでない」・「考えがまとまらない」で困っている方、やその家族の方、「物忘れがひどい」・「物
がなくなった」などの認知症状で困っている家族の相談会を下記の日程で開催します。
　専門の医師にうつや認知症、ひきこもり等を相談するよい機会ですので、ご利用ください。
　予約制になりますので、電話で申し込み願います。秘密は厳守いたします。

日 　 時 平成２５年１月２５日（金）
場 　 所 健康福祉プラザ　「銀山荘」

時 　 間 午後１時３０分～３時３０分

内 　 容 専門医師による個別相談

医 　 師
会津中央病院　救命救急センター　
　救命心療内科部長　村山　浩之先生

費 　 用 無　料

申 し 込 み
町民課　保健衛生班（４２－２１１８）に１月１７日まで電話予約を
お願いします。
申し込みされた方に後日詳しい時間をお知らせいたします。

問　町民課保健衛生班　℡ 42－２１１8

平成25年度町県民税・平成24年分所得税申告相談日程表
～申告期限は確定申告は 3月15日（金）まで～

　文化財防火デーは、昭和24年（1949年）1月26日奈良
県にある法隆寺金堂で火災が起き、国宝十二面壁画の
大半を焼損してしまったことをきっかけに、昭和30年
（1955年）1月26日に定められました。
　私たちの柳津町には、各地区に重要な文化財がたく
さんあります。それらのほとんどは木造のため、いっ
たん火を出すと全て燃え尽してしまいます。
　私たちの努力で、先人方の残して下さった素晴らし
い文化財を守りましょう！

月 日 曜日 午前 ８：３０～１２：００ 午後 １：００～５：１５ 会　場
2  18 月 石神・新村・古屋敷・石生 小柳津・黒滝・野老沢

本　　庁 19 火 麻生・出倉・軽井沢・猪鼻 小巻・石坂・長窪・藤
 20 水 八坂野・大野新田・中野
 21 木 黒沢・確定申告 大成沢・牧沢・鳥屋・確定申告

西山支所 22 金 冑中・芋小屋・琵琶首・確定申告 四ツ谷・高森・確定申告
 25 月 砂子原・五畳敷・確定申告
 26 火 湯八木沢・久保田・大峯・確定申告（午後 4時まで）
 27 水 柳ヶ丘・檀ノ浦 細越・椿　　

本　　庁

 28 木 大野・塩野・長倉・小ノ川 一王町・諏訪町・寺家町
3  1 金 安久津・岩坂町・門前町 大平町・桐ケ丘

 3 日 休日申告相談
 4 月 確　定　申　告
 5 火 確　定　申　告
 6 水 確　定　申　告
 7 木 確　定　申　告
 8 金 確　定　申　告
 11 月 確　定　申　告
 12 火 確　定　申　告
 13 水 確　定　申　告
 14 木 確　定　申　告
 15 金 確　定　申　告

問　総務課税務班　℡ 42－２１１3問　会津坂下消防署　柳津出張所　℡ 42－２１５０ 【奥之院　弁天堂】

※確定申告の方で期日の案内のある方は、その日にお越しください。また、案内のない方は記入のう
え、税務署へ提出してください。
※上記日程で都合の悪い方は、指定日以外でも申告相談ができますので、総務課税務班まで連絡のう
え、お越しください。 
※税務署から送付された確定申告書は必ず持参してください。
※次の方は申告の必要がありません。
◎24年中に収入がなかった方で扶養となっている方（学生等も含む）ただし扶養となるために所得
証明や課税証明が必要となる方は申告が必要です。

◎給与所得のみの方で、事業所で年末調整の済んでいる方。
※申告相談の際に持参するもの
◎所得計算に必要なもの（農業及び事業所得の収支計算書・領収書等）
◎給与所得者のある方は、源泉徴収票の原本。
◎国民年金・生命保険料・地震保険料等の支払い証明書・農業者年金保険料領収書等。
◎柳津町以外に国民健康保険料等を支払っている方はその領収書等。
◎医療費控除を受けられる方は、医療機関の領収書等。
◎譲渡所得のある方は、売買契約書及びその費用等がわかる書類。
◎申告者名義の通帳口座の分かるもの及び通帳の印鑑。

３月３日（日）に休日申告相談を実施します。
　申告相談は、各地区相談日を指定し、また、確定申告該当の方には「ハガキ」により、相談日
を通知しますが、その日程で都合の悪い方を対象に 3月 3日（日）に休日申告相談を実施します。 
なお、当日は混雑が予想されますので、時間に余裕をもってお越しください。
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柳津町内　農地・山林　放射線空間線量調査結果

№ 大　字　名 調査箇所数
平均空間線量
（μSv/時）
高さ50cm

平均空間線量
（μSv/時）
高さ 1m

1 柳 津 56 0. 13 0. 13 
2 大 柳 65 0. 14 0. 15 
3 細 八 54 0. 11 0. 11 
4 郷 戸 75 0. 12 0. 12 
5 猪 倉 野 92 0. 13 0. 13 
6 飯 谷 32 0. 12 0. 12 
7 小 椿 48 0. 11 0. 11 
8 藤 70 0. 11 0. 11 
9 軽 井 沢 20 0. 13 0. 13 
10 砂 子 原 27 0. 14 0. 14 
11 黒 沢 24 0. 13 0. 13 
12 冑 中 18 0. 13 0. 13 
13 芋 小 屋 12 0. 12 0. 12 
14 大 成 沢 52 0. 12 0. 12 
15 琵 琶 首 42 0. 12 0. 12 
16 五 畳 敷 23 0. 13 0. 14 
17 湯 八 木 沢 29 0. 15 0. 15 
18 牧 沢 27 0. 13 0. 12 
19 四 ツ 谷 48 0. 11 0. 11 
20 久 保 田 76 0. 13 0. 13 
調査箇所計+平均線量 890 0. 13 0. 13 

　 7月12日より、町内農地及び山林において、放射線の空間線量調査を行ってまいりました。その結
果は下記のとおりでしたので、報告いたします。

【参考】環境省で定める除染が必要とされる空間線量は0. 23マイクロシーベルト／時
国際基準では年間の放射線被ばく量 1ミリシーベルトとしており、それを 1時間当たりの
放射線量で換算した値　　　　　　　　　（柳津町ではいずれの数値も下回っております）

農地　放射線空間線量　調査結果
　●調査期間　　平成２４年７月１２日～９月１４日
　●調査箇所数　８９０箇所
　●使用機器　　NａＩシンチレーション式サーベイメーター（ＡＬＯＫＡ社製）
　●調査方法　　農地・農業用施設等維持管理図（1/5, 000）に農地・果樹等が記されている箇所に

5 haの区画を落とす。その 1区画内に 2箇所調査地点を設け、50cm、1 mの高さで
それぞれ 5回測定しその平均値を使用。（尚、現地調査時点で、その区画内に農地が
確認されなかった（既に原野化している等）箇所については、測定地から除いた。）

問　町　民　課　保健衛生班　℡ 42－２１１8
地域振興課　農林振興班　℡ 42－２１１6

№ 地　区　名 調査箇所数
平均空間線量
（μSv/時）
高さ50cm

平均空間線量
（μSv/時）
高さ 1m

1 大 平 町 8 0. 15 0. 14 
2 門 前 町 4 0. 15 0. 15 
3 安 久 津 10 0. 16 0. 16 
4 出 倉 6 0. 15 0. 15 
5 小 柳 津 2 0. 17 0. 16 
6 大 野 6 0. 15 0. 14 
7 大 野 新 田 2 0. 19 0. 18 
8 八 坂 野 8 0. 18 0. 17 
9 細 越 10 0. 14 0. 13 
10 石 神 2 0. 13 0. 12 
11 石 生 2 0. 14 0. 14 
12 古 屋 敷 4 0. 16 0. 15 
13 新 村 2 0. 12 0. 11 
14 小 ノ 川 4 0. 15 0. 15 
15 中 野 4 0. 14 0. 14 
16 長 倉 8 0. 16 0. 16 
17 塩 野 4 0. 14 0. 14 
18 猪 鼻 4 0. 14 0. 14 
19 黒 滝 6 0. 17 0. 17 
20 野 老 沢 10 0. 15 0. 14 
21 麻 生 10 0. 15 0. 15 
22 小 巻 8 0. 13 0. 13 
23 石 坂 4 0. 13 0. 13 
24 椿 6 0. 14 0. 14 
25 藤 12 0. 15 0. 15 
26 長 窪 2 0. 11 0. 10 
27 軽 井 沢 4 0. 15 0. 14 
28 芝 倉 4 0. 18 0. 18 
柳津地区調査箇所計+平均線量 156 0. 15 0. 15 
29 砂 子 原 11 0. 15 0. 14 
30 黒 沢 4 0. 13 0. 13 
31 冑 中 6 0. 14 0. 13 
32 芋 小 屋 4 0. 12 0. 11 
33 大 成 沢 6 0. 14 0. 13 
34 琵 琶 首 8 0. 13 0. 12 
35 五 畳 敷 9 0. 15 0. 14 
36 湯 八 木 沢 12 0. 16 0. 16 
37 牧 沢 6 0. 14 0. 14 
38 四 ツ 谷 8 0. 11 0. 11 
39 高 森 6 0. 12 0. 12 
40 久 保 田 14 0. 13 0. 13 
41 大 峯 4 0. 13 0. 13 
42 漆 峠 4 0. 11 0. 11 
43 鳥 屋 4 0. 12 0. 12 
西山地区調査箇所計+平均線量 106 0. 13 0. 13 
調査箇所合計+平均線量 262 0. 14 0. 14 

☆調査箇所を大字ごとに集計し記載しておりますので、詳細なデータの閲覧を希望
される方は役場町民課までご連絡下さい。

《注意事項》
この測定結果により、町内の農地の空間線量は、除染基準値よりも低いことが確認できました。し
かしながら、このことは「農作業をするときの外部被ばくに対する安全性」が確認されたというこ
とであり、「農作物に放射性物質が含まれていない」ということではありません。農作物自体の安
全性を確認するには、別途、食品放射能測定器により測定する必要がありますので、ご注意下さい。
※農作物の放射線測定は地域振興課農林振興班へお問い合わせ下さい。

山林　放射線空間線量　調査結果
　●調査期間　　平成２４年９月２８日～１２月３日
　●調査箇所数　２６２箇所
　●使用機器　　NａＩシンチレーション式サーベイメーター（ＡＬＯＫＡ社製）
　●調査方法　　森林計画図（1/5, 000）で各行政区の宅地から半径100m範囲で 1区域を落とす。そ

の区域内に含まれる山林の中で 2箇所調査地点を設け、50cm、1 mの高さでそれ
ぞれ 5回測定しその平均値を使用。
※一王町、諏訪町、寺家町、岩坂町、柳ヶ丘、檀ノ浦、桐ヶ丘については、宅地周
辺に山林がないため、調査対象から外れております。
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全国きもの
デザインコンクールで特別賞
　全国染織連合会主催の第１６回全国きものデザ
インコンクールにおいて、柳津中学校の生徒４名
が各賞を受賞したことを受け、１２月５日（水）、
横井陽美さん（京都府知事賞）、鈴木大地さん（日
本絹業協会賞）、伊藤玲奈さん（銀賞）、田巻亜美
さん(入選)が役場を訪れ井関町長に受賞を報告し
ました。各受賞作品は東京や仙台など全国の展示
場を回っており、３月にフランスのパリで開催さ
れる発表会でも展示される予定となっています。

琵琶首バイパス開通！
　県道柳津昭和線琵琶首バイパス２工区が完成し、
１１月２５日（日）、開通式が行われました。県道
柳津昭和線は、河沼郡柳津町大字郷戸を起点とし、
大沼郡昭和村大字小野川へ至る延長２７．５ｋｍの
主要生活幹線道路です。また、国道４００号や博士
峠が冬期間通行止となる国道４０１号の代替路線で
もあるため、欠くことのできない重要な路線となっ
ています。
　平成２２年５月の玉梨スノーシェッド（金山町大
字玉梨地内）落石時の国道４００号通行止めにおい
ては、本路線が迂回路となり、その重要性が改めて
認識されました。しかしながら、柳津町大字琵琶首
地内においては、幅員が狭く車のすれ違いが困難で
あることから、通行の支障となっていました。
　このため、県では平成２２年度から全体延長１，
０４０ｍのバイパス事業に着手し、平成２４年１１
月２５日に完成供用となりました。

新年の幕開けは自作のしめ縄で
　１２月１８日（火）、やないづふれあい館において、講
師に後藤利さん、星一男さんを招いて毎年恒例の「しめ縄
作り教室」が開かれました。しめ縄には災いをもたらす禍

まがつ

神
かみ

が家に入らないようにするほか、家内がいつまでも平穏
であるようにという祈願の意味も込められているそうです。
　和気藹々とした雰囲気の中、参加者の皆さんは講師の方
から指導を受けながら、丁寧な手つきで次々と縄をなって
いました。「手作りのしめ縄を飾って新年を迎えることが
できる」と参加者の皆さんは大変満足そうでした。

頑張る人にズームイン
みなさんの「ホット」するような情報を
お知らせください。取材にお伺いします！
◎総務課企画財政班☎42‒2112

赤べこ新聞社

結構なお手前で
　１２月１１日（火）ふれあい館において柳
津・西山保育所合同のお茶会が、町長と教
育長を招待して行われました。お手前を披
露してくれたのは、柳津保育所２８名、西
山保育所５名のすみれ組の子どもたち。毎
月のお茶教室で学んできたことの集大成で、
皆さん一生懸命に大人顔負けの礼儀作法で
素晴らしいお手前を披露してくれました。

学習の成果を
ふくしま再興フォーラムで発表
　１２月８日（土）、郡山市で開催された「ふく
しま再興フォーラム再生可能エネルギー教育成果
発表会」において、西山小学校、西山中学校の全
校児童、生徒がモデル校として参加し、日頃の学
習成果を発表しました。児童、生徒たちは地熱発
電所や水力発電所の見学や調べ学習、大学の先生
の講義などを通して、再生可能エネルギーや郷土
についての理解を深めてきました。
　発表ではパネルやプロジェクタを使用し、小学
校は「人と自然にやさしい西山の再生可能エネル
ギー発見」、中学校は「西山地区のエネルギーを
どうするか」をテーマに発表。「再生可能エネル
ギーは自然にも人にも優しいエネルギーであるこ
と」や「大好きな故郷を守っていくには、人間は
自然と共存しなくてはならない」など自分たちで
考えた提言を堂々と発表しました。



１つでも当てはまる場合を「脂質異常症」と言います。

食生活が欧米化したことにより日本人のコレステロール摂取量は
増加し、肥満率が増加しています。
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脂質異常症って知っていますか？
　12月 5 日（水）、13日（木）に福島県立会津総合病院院長補佐　塚本和久先生をお招きし『脂質異常
症について』の講演会を行いました。コレステロールや中性脂肪が高くても自覚症状はありませんが、
体の中では動脈硬化が進んでいます。

• ＬＤＬコレステロール（悪玉コレステロール）の値が140mg／dl以上の場合
• ＨＤＬコレステロール（善玉コレステロール）の値が 40mg／dl未満の場合
• 中性脂肪の値が150mg／dl以上の場合

問　町民課保健衛生班　℡ 42－２１１8

脂質異常症とは？
　2007年までは『高脂血症』といわれていました。
血液検査の結果

脂質異常症は、なぜ良くないのでしょうか？
脂質異常症は、動脈硬化症を起す多くの危険因子の中でも非常に強い危険因子
だと分かっているからです。

動脈硬化を起す危険因子には・・・

加齢 脂質異常症 糖尿病 高血圧 肥満 喫煙

重なれば重なるほど危険度は高くなります。

脂質異常症の原因は？
遺伝的な要因や病気や薬など様々な原因がありますが・・・
現在の日本で、脂質異常症の患者さんが増えているのは、食生活運動習慣など
の生活習慣の変化が大きな原因です。

その結果･･･

昭和36年頃に比べ、肥満は約 2倍増加、高コレステロール血症は約 8倍にも増加しています。
また、日本人男性の中性脂肪の値の平均を見ると、40代の男性では平均値が150mg／dlと高い傾
向にあります。
原因は肥満の増加　メタボの増加とともに急増！　
アルコールが原因の事が多い

死因別の統計を見ても
動脈硬化症が原因の脳血
管疾患や心疾患が増えて

きています。

もともとＬＤＬコレステロールは悪玉？？
コレステロールの役割
・体を作っている細胞の膜やホルモンの材料になるため、体には絶対必要！

血液中にＬＤＬ粒子が増え
ると、血管から動脈の壁に
ＬＤＬ粒子が入ってくる。

動脈の壁に入ったＬＤＬ粒
子は酸化されて酸化ＬＤＬ
に変化する。

酸化ＬＤＬは“ゴミ”や“異物”
として認識されてマクロファ
ージという細胞で処理される。

マクロファージが酸化ＬＤＬ
を取り込み、溜め込んでい
き、“泡沫細胞”に変化する。

泡沫細胞は動脈硬化を起すい
ろんなホルモンを出して、動
脈硬化がすすんでいく。

さらに中性脂肪が高いと・・・
　　ＬＤＬ粒子のサイズが小さくなり、普通のＬＤＬ粒子
　　に比べ小さいため、血管の壁に入りやすくなる。

超悪玉
コレステロール

ＬＤＬコレステロールの値はどのくらいが良いの？
ＬＤＬコレステロールの目標値は、『治療している病気の有無』や『喫煙の有無』『年齢』などで
異なります。

例えば…　心筋梗塞を起した事がある人　　　　　100mg／dl以下が目標です。
　　　　　糖尿病や慢性腎臓病、脳梗塞がある人　120mg／dl以下が目標です。
　※詳しく知りたい方は、主治医や保健師に聞いてください。

脂質異常症の治療は？？
どのような原因で起こっていても･･･
　　　　　食事療法と運動療法、肥満があれば減量です。
それでもなかなか下がらない時は、お薬を飲むことになります。
　Ｑ：薬を飲んだら食事は気をつけなくても良いの？
　Ａ：食事にも気をつけなければ、薬の効果は減ってしまいます。

　動脈硬化性疾患予防のための生活習慣の改善
１．禁煙し、受動喫煙を回避する。
２．過食を抑え、標準体重を維持する。
３．肉の脂身、乳製品、卵黄の摂取を控え、魚類、大豆製品の摂取を増やす。
４．野菜、果物、海草の摂取を増やす。
５．食塩を多く含む食品の摂取を控える。
６．アルコールの過剰摂取を控える。
７．有酸素運動を毎日30分以上行う。
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情報
プラザ
Information

新年のごあいさつ
福島県立宮下病院
　院長　黒沢 正喜

　新しい年の始めにあたり、
御挨拶を申し上げます。
　昨年末には、衆議院議員選挙が行わ
れ、政権が交代しました。今後の医療制
度や福島の復興をどう進めていくのか、
注視していきたいと思います。
　後援会の皆様には、県への要望活動を
実施していただき、厚く御礼を申し上げ
ます。
　要望をいただきました項目につきまし
ては、県や会津医療の中核となります会
津医療センターの支援を得て、御期待に
添えますよう努力してまいります。
　また、当院は昨年末、公益財団法人日
本医療機能評価機構が実施する病院機能
評価の再審査を受けました。病院を中立
的に評価する第三者機関で病院経営や医
療サービスの質など、様々な観点から病
院を評価認定するもので、会津地方の認
定病院は、当院を含めて 3 病院のみで
す。職員一同、力を合わせて350項目に
もおよぶ膨大な資料を整理、準備しまし
た。地域の皆様の御支援を受け、地域に
密着して医療に取り組んでいる姿勢は、
高く評価をいただきました。今回の取組
みを患者様や利用者様への一層のサービ
ス向上につなげていきたいと考えており
ます。
　今後も、「心ある医療」の理念のもと、
地域の皆様の役に立つ病院を目指して、
努力してまいります。今年もよろしくお
願いします。
　本年が皆様にとって素晴らしい年とな
りますように。

斎
藤
清
美
術
館
臨
時
休

館
の
お
知
ら
せ

　

斎
藤
清
美
術
館
は
館
内
設
備
改
修
工

事
の
た
め
、
次
の
期
間
中
臨
時
休
館
と

な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
何
卒
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

○

期
間　

平
成
25
年
1
月
7
日（
月
）

〜
3
月
25
日（
月
）

問　
斎
藤
清
美
術
館

　
　

☎
４
２
―
３
６
３
０

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

よ
る
風
評
被
害
に
関
し
て
、
法
人
お
よ

び
個
人
事
業
主
が
被
っ
た
損
害
に
関
す

る
賠
償
の
仕
組
み
や
具
体
的
な
手
続
き

等
に
つ
い
て
、
東
京
電
力
に
よ
る
個
別

相
談
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○

対
象

　
柳
津
町
で
事
業
を
行
う
観
光
業
、

商
工
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
農
林
業
等

の
事
業
者

○

日
時

平
成
25
年
1
月
8
日（
火
）、
1
月
22

日（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

○

場
所

　

柳
津
町
商
工
会
館

問　
東
京
電
力
株
式
会
社　

福
島
補
償

　
　

相
談
室

　
　

☎
０
１
２
０
―
９
２
６
―
４
０
４

　

福
島
県
で
は
、
福
島
県
弁
護
士
会
と

連
携
し
弁
護
士
に
よ
る
対
面
の
法
律
相

談
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
相
談
料
は

無
料
で
す
の
で
、
請
求
手
続
き
に
つ
い

て
不
明
な
点
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
な
お
、
事
前
予
約
制
と
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
予
約
の
上
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○

日
時

平
成
25
年
1
月
15
日（
火
）、
22
日

（
火
）、
31
日（
木
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時
50
分

○

場
所

福
島
県
会
津
若
松
合
同
庁
舎
本
館
1

階
会
議
室

○

事
前
予
約
受
付
番
号

　

☎　

０
２
４
―
５
２
３
―
１
５
０
１

受
付
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後

8
時
（
平
日
の
み
）

問　
福
島
県
生
活
環
境
部　

原
子
力
賠

　
　

償
支
援
課

　
　

☎
０
２
４
―
５
２
１
―
８
１
８
３

　

税
務
署
で
は
、
所
得
税
、
個
人
事
業

者
の
消
費
税
及
び
贈
与
税
の
確
定
申
告

書
の
作
成
を
行
う
た
め
の
会
場
を
開
設

し
ま
す
。

○

日
時

平
成
25
年
2
月
1
日（
金
）
〜
3
月

15
日（
金
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

　

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く

○
場
所　
会
津
ロ
イ
ヤ
ル
プ
ラ
ザ
2
階

　
　
　
　
（
野
口
英
世
青
春
通
り
）

○

注
意
点　

例
年
3
月
に
入
り
ま
す
と

大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会
場

に
は
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
税
務
署
庁
舎
内
に
は
、
申
告
書
作

成
会
場
は
設
置
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

問　
会
津
若
松
税
務
署　

　
　

☎
０
２
４
２
―
２
７
―
４
３
１
１

　

医
師
や
薬
剤
師
、
看
護
師
、
歯
科
衛

生
士
な
ど
の
皆
さ
ん
に
は
、
医
師
法
等

関
係
法
律
に
よ
り
、
2
年
に
1
度
、
住

所
や
従
事
先
等
を
記
載
し
た
届
出
票
等

の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
24
年
は
届
出
の
年
に
あ
た
り
ま
す

の
で
、
該
当
す
る
方
は
平
成
24
年
12
月

31
日
現
在
の
状
況
を
保
健
所
（
県
保
健

福
祉
事
務
所
・
郡
山
市
保
健
所
・い
わ
き

市
保
健
所
）
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

○

届
出
対
象
者

1
．
日
本
に
居
住
し
、日
本
の
医
籍
・

歯
科
医
籍
・
薬
剤
師
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
全
て
の
医
師
・
歯
科

医
師
・
薬
剤
師
（
従
事
し
て
い
な

い
方
も
含
み
ま
す
）

【
届
出
先
】
住
所
地
ま
た
は
就
業
地

を
管
轄
す
る
保
健
所

2
．
県
内
で
就
業
し
て
い
る
保
健
師
・

助
産
師
・
看
護
師
・
准
看
護
師
・

歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技
工
士

【
届
出
先
】
就
業
地
を
管
轄
す
る
保

健
所

※
各
届
出
と
も
、
保
健
所
へ
直
接
届

　

県
と
県
立
医
科
大
学
で
は
、「
県
民

健
康
管
理
調
査
基
本
調
査
問
診
票
」
に

関
す
る
出
前
書
き
方
説
明
会
と
出
前
書

き
方
相
談
会
を
、
実
施
内
容
や
会
場
な

ど
の
ご
要
望
に
応
じ
て
開
催
し
ま
す
。

　

開
催
は
、
土
日
祝
祭
日
を
除
く
午
前

9
時
か
ら
午
後
4
時
の
間
で
、
1
回
当

た
り
10
名
〜
15
名
ま
で
対
応
が
可
能
で

す
。
詳
し
く
は
次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問　
県
立
医
科
大
学
県
民
健
康
管
理
セ

　
　

ン
タ
ー

　
　

☎
０
２
４
―
５
４
７
―
１
７
８
６

○

受
付
期
間

平
成
25
年
1
月
7
日（
月
）
〜
1
月

28
日（
月
）

○

採
用
予
定
数

　

陸
・
海
・
空
自
衛
隊
：
若
干
名

○

試
験
種
目

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
社
会
及

び
作
文
）、
適
性
検
査
、
口
述
試
験
、

身
体
検
査

○

試
験
期
日
及
び
試
験
予
定
会
場

　
（
指
定
す
る
1
日
）

　

平
成
25
年
2
月
9
日（
土
）

　

福
島
駐
屯
地

　

平
成
25
年
2
月
10
日（
日
）

　

郡
山
駐
屯
地

　

平
成
25
年
2
月
11
日（
月
）

　

郡
山
駐
屯
地

※
応
募
状
況
に
よ
っ
て
は
、
試
験
期

日
を
短
縮
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○

採
用
時
期

平
成
25
年
3
月
下
旬
又
は
同
年
4
月

上
旬

○

応
募
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を

有
す
る
男
子

問　
自
衛
隊
福
島
地
方
会
津
若
松
出
張

　
　

所

　
　

☎
０
２
４
２
―
２
７
―
６
７
２
４

　

県
で
は
、
喜
多
方
市
に
あ
る
テ
ク
ノ

ア
カ
デ
ミ
ー
会
津
職
業
能
力
開
発
短
期

大
学
校
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科
の
25

年
度
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

同
校
は
、
福
島
県
の
観
光
産
業
を
担

う
若
い
人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
少

人
数
制
の
き
め
細
や
か
な
指
導
に
よ
り
、

毎
年
就
職
率
１
０
０
％
の
実
績
を
収
め

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は

電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○

募
集
学
科
及
び
人
数

　

観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科

　

募
集
人
数
16
名

○

入
学
試
験
日
程

　

出
願
期
間　

平
成
25
年

　
　
　
　
　
　

1
月
28
日（
月
）〜
2
月

4
日（
月
）

　

試
験
日　
　

平
成
25
年

　
　
　
　
　
　

2
月
8
日（
金
）

　

合
格
発
表　

平
成
25
年

　
　
　
　
　
　

2
月
15
日（
金
）

風
評
被
害
に
関
す
る
損

害
賠
償
相
談
会

原
子
力
損
害
賠
償
に
関

す
る
巡
回
法
律
相
談

申
告
書
作
成
会
場
を
開

設
し
ま
す

医
療
従
事
者
の
皆
さ
ん
へ

け
出
る
ほ
か
、
勤
務
先
医
療
機
関

を
経
由
し
て
提
出
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

○

保
健
所
へ
の
届
出
期
限

　

平
成
25
年
1
月
15
日（
火
）

問　
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　
　

☎
０
２
４
２
―
２
９
―
５
５
０
６

　
　

県
庁
保
健
福
祉
総
務
課
電
話

　
　

☎
０
２
４
―
５
２
１
―
７
２
１
７

県
民
健
康
管
理
調
査
基
本

調
査
問
診
票
に
つ
い
て

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

25
年
度
生
募
集

急
募
！
自
衛
官
募
集



月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31
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行事の予定
1

人の動き 3,937人（－2）／男1,916人（－5）／女2,021人（＋3）／世帯数1,339戸（＋2）

平成24年12月 1 日現在（前月比）住民基本台帳より

編
集
敬
白

元旦
元朝詣り（圓藏
寺）（0：00～）

ライオンズ例会 官公庁仕事始め
保育所保育始まり
四日堂（圓藏寺）
（11：00～）

町民年頭賀詞交
歓会（町セ）（11：
00～）
各機関団体長会
議

出初式（10：00～）

七日堂裸詣り
（圓藏寺）（20：30）
柳中第 3学期始
業式

スポーツ推進委員
定例会
福満虚空藏菩薩圓
藏寺初開帳
町内小中第 3学期
始業式
柳中繰替休日

保育所だんごさし
はとぽっぽ教室
（柳保）（9：30～）

成人の日 県中学校体育大会
スキー競技大会（～
17日）（かねやまス
キー場）
英語で遊ぼう（合
同）（柳保）

お茶教室（柳保）
3才児健診（銀）
（13：00～）

ライオンズ例会
お茶教室（西保）
運動教室（銀）
（13：30～）

西小スキー教室

みんなで遊ぼう
（はとぽっぽ教室）
（柳保）（9：30～）
運動教室（西セ）
（13：30～）

心の健康相談会
（銀）（13：30～）

文化財防火デイ
柳津町重要文化
財火災防御訓練
（10：00～）

柳小スキー教室
（ 4 , 5 , 6 年）
糖尿病予防講演
会（ふれ）（13：30
～）

柳小スキー教室
（ 1 , 2 , 3 年）
県立高校Ⅰ期選
抜入試

※放課後子ども教室　ジャンプやないづ　月・水　15：30～　ふれ
〈省略〉　　　　　　　杉の子サークル　　木　　　13：30～　西セ
柳保……柳津保育所　 ＢＧ体……運動公園体育館　 町セ……町民センター
西保……西山保育所　 ＢＧグ……運動公園グラウンド　 西セ……西山交流センター
銀………銀山荘　　　 柳中体……柳津中学校体育館　 さプ……さゆり運動公園プール
ふれ……ふれあい館　 西中体……西山中学校体育館

柳津町文化祭（11月 3 日）
　11月 3 日（土）、やないづふれあい館に
おいて柳津町文化祭が催されました。
　町内の各団体や小中学生が出品した写真
や絵画、生け花など多くの作品が出展され
たほか、茶道団体によるお茶会も開催さ
れ、訪れた人たちをもてなしていました。
　また屋外では軽トラ市や下水道展が開催
され、多くの来場者で賑わいました。

寄　
　
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
11
月
分
・
敬
称
略
）

■
柳
津
町
へ

◎
一
般
寄
付

会
津
柳
津
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員

会　
　

代
表　

増　

井　

彦　

泰

戸
籍
の
窓

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
2
0
1
3
年
が
始
ま
り

ま
し
た
。
今
年
は
会
津
を
舞
台
に

し
た
大
河
ド
ラ
マ
「
八
重
の
桜
」

が
放
映
さ
れ
る
ほ
か
、
日
本
が
二

連
覇
を
達
成
し
た
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク（
W
B
C
）

が
4
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
復

興
へ
の
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ

て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　

さ
て
、
新
し
い
年
の
ス
タ
ー
ト

と
い
う
こ
と
で
新
年
の
抱
負
を
立

て
る
と
い
う
方
も
多
い
か
と
思
い

ま
す
。
私
の
今
年
の
抱
負
は
「
何

事
で
も
振
り
返
り
反
省
す
る
」
こ

と
で
す
。
皆
さ
ん
は
今
年
の
目
標

を
立
て
る
前
に
、
昨
年
の
目
標
に

つ
い
て
達
成
で
き
た
か
ど
う
か
振

り
返
り
ま
し
た
か
？
こ
れ
が
意
外

と
忘
れ
が
ち
で
す
の
で
、
仕
事
は

も
ち
ろ
ん
日
常
生
活
の
中
で
も
し
っ

か
り
と
反
省
し
、
そ
の
反
省
点
を

次
の
機
会
へ
確
実
に
生
か
し
て
い

け
る
一
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
広
報
誌
で
は
皆
さ
ん
の

元
気
な
姿
や
様
々
な
活
躍
を
伝
え

て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

（
あ
か
ぎ
）

（
11
月
1
日
〜
11
月
30
日
届
出・敬
称
略
）

■
お
誕
生

　

　

賀　

咲さ

結ゆ

実み

（
黒
滝
・
家
信
）

　

五
十
嵐　

楓ふ
う　

花か

（
桐
ケ
丘
・
亮
）

■
ご
逝
去

　

岩　

渕　

早　

雄　

98
（
長
窪
）

　

横　

田　

ミ
ツ
子　

82
（
八
坂
野
）

　

五
十
嵐　

五　

郎　

79
（
安
久
津
）

　

笠　

間　

利　

平　

97
（
藤
）

■
柳
津
小
へ

◎
ご
遺
志

　

栗　

城　

政　

一
（
八
坂
野
）

■
社
会
福
祉
協
議
会
へ

◎
ご
遺
志

　

田　

﨑　

尚　

人　
（
長
倉
）

　

岩　

渕　

直　

樹　
（
長
窪
）

　

栗　

城　

政　

一　
（
八
坂
野
）

　

笠　

間　

利　

明　
（
藤
）

問　
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

　
　

☎
０
２
４
１
―
２
７
―
３
２
２
１

　
　

H
P http://w

w
w
.tc-aizu.ac.jp/

　

柳
津
町
農
業
委
員
会
で
は
、
10
月
25

日
（
木
）
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
ま
し
た
。
遊
休
農
地
や
農
地
法
許
可

案
件
、
不
法
投
棄
な
ど
の
状
況
を
確
認

し
ま
し
た
。

問　
農
業
委
員
会

　
　

☎
４
２
―
２
１
１
６

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
ま
し
た

１　月
休日当番医（変更になる場合があります）
１日
（火）

高田厚生病院
（会津美里町）

☎（0242）
54－2211

２日
（水）

坂下厚生総合病院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－3511

３日
（木）

県立宮下病院
（三島町）

☎（0241）
52－2321

６日
（日）

吉川医院
（会津美里町）

☎（0242）
56－3358

13日
（日）

遠山眼科医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－2011

14日
（月）

もこぬま内科消化器科医院
（会津美里町）

☎（0242）
56－5622

20日
（日）

小島原医院
（会津美里町）

☎（0242）
78－2056

27日
（日）

柳津町国保診療所
（柳津町）

☎（0241）
42－2334

休日救急・夜間救急センター
坂下厚生総合病院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－3511

―柳津町は納税完納推進の町です―

今月の納期
納期限：１月31日（水）
町県民税 第４期
国民健康保険税
（普通徴収）

介 護 保 険 料
（普通徴収） 

)
第６期

後期高齢者医療保険料
（普通徴収）

水道料 12・１月分
※口座振替納入の方は25日（金）が振替日になります。
※納期限を過ぎると延滞金が加算されます。

総務課税務班　☎42-2113
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